
学
園
の
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、

さ
ら
な
る
発
展
を

秋
季
学
位
記
授
与
式
・
入
学
式
を
挙
行

理
事
長　

柳
澤　

章 ［上］体育館入口　［左下］アリーナからステージ方向　［右下］トレーニング室

社会人大学院生　募集（日本工業大学大学院　社会人特別選抜）
日本工業大学　工学部　平成26年度入試日程 本学で先端技術研究の取り組みを

◆大学院工学研究科
　博士前期課程　＊環境共生システム学専攻　＊機械システム工学専攻　＊電子情報メディア工学専攻　＊建築デザイン学専攻
　博士後期課程　＊機械工学専攻　＊電気工学専攻　＊建築学専攻　＊システム工学専攻　＊情報工学専攻
■平成25年度　大学院　社会人特別選抜入試日程

●機械工学科　●ものづくり環境学科　●創造システム工学科　●電気電子工学科　●情報工学科　●建築学科　●生活環境デザイン学科

［試験会場は本学のほか、仙台・水戸・高崎・宇都宮・東京・長野・新潟・金沢を設置！（専門高校入試（B工業科）、一般推薦入試（公募制））］
＊専門高校入試（B工業科）	＜出願期間＞第1期：10/17（木）〜11/12（火）、第2期：11/25（月）〜12/10（火）
＊一般推薦入試（公募制）	 ＜出願期間＞第1期：11/	 1（金）〜11/12（火）、第2期：11/25（月）〜12/10（火）
＊各入試の詳細は、それぞれの「募集要項」でご確認ください。
願書のご請求およびお問い合せ先
〒345-8501　埼玉県南埼玉郡宮代町学園台4-1　日本工業大学　入試室
電話：0120-250-267　URL：http://www.nit.ac.jp/　　E-mail：nyu-shi@nit.ac.jp

入試種別 日　　　　程

特別奨学生入試
筆記試験、調査書
および面接による選考

第2期
出願期間 1/	 6（月）〜1/24（金） 奨学生には、1年次の

学費の半額を免除試験日 1/31（金）〜2/	 2（日）本学（都合のよい1日を選択）

一般入試

一般入試Ａ 一般入試Ｂ
出願期間 1/	 6（月）〜1/24（金） 2/3（月）〜2/14（金）

試験日
［本学・東京会場は試験日自由選択制］

1/31（金）本学・郡山・水戸・高崎・千葉・東京・静岡
2/19（水）　本学・東京2/	 1（土）本学・仙台・東京・新横浜・新潟・長野・金沢

2/	 2（日）本学・宇都宮・柏・東京

センター利用入試
センター利用入試Ａ センター利用入試Ｂ センター利用入試Ｃ

出願期間 1/6（月）〜2/3（月） 2/3（月）〜2/14（金） 2/17（月）〜3/5（水）

AO入試
・AOエントリー入試
・AOコーディネータ入試

第3期 第4期
エントリー入試のエントリー期間 10/26（土）〜11/25（月） 1/31（金）〜2/24（月）
コーディネータ入試の申込期間 平成26年2月28日（金）まで、随時受付
面談・面接等 書類受理後に連絡
出願期間 11/29（金）〜12/12（木） 2/17（月）〜3/5（水）
選考 書類審査等
合格発表 12/21（土） 3/15（土）

お問合せ先：教務部教務課　大学院入試係　TEL　0480-33-7507　URL　http://www.nit.ac.jp

日程
出願期間 面接試験 合格発表 手続締切

二次募集 平成26年2月5日〜2月12日 2月24日 3月5日 平成26年3月11日

キャンパスリニューアル理 事 長 就 任 挨 拶

体育館と健康管理センターの改修工事が完工。
より機能的で、利用しやすくなりました。

　

２
０
１
２
年
８
月
に
着
工

し
、
本
年
８
月
６
日
に
完
工

し
た
体
育
館
（
Ｗ
21
棟
）
の

耐
震
化
・
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

工
事
を
は
じ
め
と
す
る
夏
期

休
暇
中
の
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備

工
事
の
概
要
に
つ
い
て
紹
介

す
る
。

体
育
館
耐
震
補
強

　

体
育
館
の
耐
震
補
強
と
健

　

７
月
16
日
付
で
、
学
園
第
５
代
の
理
事
長

に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
日
本
工
業
大
学
を

は
じ
め
、
学
園
の
関
係
の
皆
様
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。
前
任
の
大
川
名
誉
理
事
長
先

生
は
23
年
間
の
長
き
に
わ
た
っ
て
学
園
を

リ
ー
ド
し
て
来
ら
れ
ま
し
た
。
バ
ト
ン
を
引

き
継
ぐ
重
責
を
痛
感
し
、
決
意
を
新
た
に
し

て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
本
学
園
は
一
世
紀
を
超
え
る
歴
史

の
中
で
、
そ
の
時
代
、
時
代
の
求
め
る
人
材
、

技
術
者
を
送
り
出
し
、
産
業
界
を
は
じ
め
と

す
る
社
会
の
厚
い
信
頼
を
得
て
ま
い
り
ま
し

た
。
さ
ら
な
る
学
園
の
発
展
に
向
け
て
、
ど

の
よ
う
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
く
べ
き
で
し
ょ
う

か
。
本
学
園
に
と
っ
て
、
変
え
る
べ
き
も
の
、

変
え
て
は
い
け
な
い
も
の
と
は
、
何
な
の
で

し
ょ
う
か
。

　

物
づ
く
り
に
触
れ
、
科
学
す
る
心
を
中
学

校
・
高
校
に
お
い
て
丁
寧
に
育
み
、
そ
れ
を

大
学
の
工
学
教
育
で
大
き
く
伸
ば
し
て
い
る

の
が
本
学
園
で
す
。
特
に
大
学
に
お
け
る
教

育
に
お
い
て
は
、
実
践
を
重
視
し
、
そ
の
中

で
自
ら
感
じ
た
問
題
、
課
題
を
理
論
学
習
に

つ
な
げ
、
再
び
実
践
に
取
り
組
む
、
こ
の
往

復
を
し
な
が
ら
技
術
習
得
を
し
て
い
く
「
実

工
学
の
学
び
」
は
、
そ
の
内
容
は
日
々
変
化

し
て
い
く
と
し
て
も
、
変
え
て
は
い
け
な
い

も
の
の
一
つ
で
し
ょ
う
。

　

同
時
に
、
教
育
は
社
会
の
変
化
、
技
術
の

進
歩
に
柔
軟
に
対
応
し
、
時
代
の
要
請
に
応

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

こ
こ
で
も
変
え
て
は
い
け
な
い
も
の
、
そ
れ

は
、「
人
間
教
育
」
で
す
。

　

技
術
が
人
間
に
と
っ
て
ど
ん
な
意
味
を
持

ち
、
い
か
な
る
価
値
を
持
つ
の
か
を
問
い
か

け
る
教
育
で
す
。
技
術
が
社
会
の
在
り
方
や

人
の
行
動
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
の
で
あ

れ
ば
こ
そ
、
自
ら
が
携
わ
る
技
術
の
向
こ
う

に
あ
る
人
間
を
忘
れ
な
い
人
材
を
育
成
し
た

い
も
の
で
す
。
学
園
百
年
の
伝
統
は
、
人
間

教
育
で
す
。

　

変
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
も
の
、
そ
れ
は

無
数
に
あ
る
で
し
ょ
う
。
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、

改
革
の
バ
ト
ン
を
し
っ
か
り
と
握
り
前
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

康
管
理
セ
ン
タ
ー
（
Ｗ
21
―

１
棟
）
の
増
床
工
事
と
し
て

左
記
11
点
の
改
修
を
行
っ

た
。

①
ア
リ
ー
ナ
の
拡
張
、
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
公
式
コ
ー
ト

の
２
面
確
保
と
ゴ
ー
ル
更
新

②
ア
リ
ー
ナ
２
階
に
観
客
席

を
１
４
８
席
設
置
し
、
収
容

人
数
を
約
２
３
５
０
人
へ
拡

大
③
ス
テ
ー
ジ
に
３
５
０
イ

ン
チ
ス
ク
リ
ー
ン
・
プ
ロ

ジ
ェ
ク
タ
ー
を
設
置
④
緞
帳

の
更
新
と
バ
ッ
ク
ラ
イ
ト
の

設
置
⑤
シ
ャ
ワ
ー
室
の
拡

大
・
整
備
⑥
体
育
館
東
側

（
食
堂
側
）
１
階
に
倉
庫
、

２
階
に
約
２
１
５
平
方
㍍
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
を
増
床
⑦

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
・
換
気
装
置
設
置

に
よ
る
ア
リ
ー
ナ
の
省
エ
ネ

化
⑧
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
入

口
に
ス
ロ
ー
プ
と
自
動
ド
ア

を
設
置
⑨
多
目
的
ト
イ
レ
の

設
置
（
⑧
⑨
に
お
い
て
は
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
）
⑩
処
置
室

内
を
約
１
６
０
平
方
㍍
増
床

し
、
ベ
ッ
ド
ス
ペ
ー
ス
を
確

保
⑪
教
員
研
究
室
増
築
。
こ

れ
ら
の
改
修
に
よ
り
、
教
育

環
境
の
充
実
と
と
も
に
緊
急

時
の
安
全
確
保
と
イ
ベ
ン
ト

等
、
多
目
的
な
利
用
が
可
能

と
な
っ
た
。

女
子
ト
イ
レ
の
改
修

　

今
夏
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
女

子
ト
イ
レ
全
て
を
ウ
ォ
シ
ュ

レ
ッ
ト
化
し
、
快
適
性
を

ア
ッ
プ
。
来
年
度
は
全
男
子

ト
イ
レ
を
計
画
し
て
い
る
。

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化

　

①
建
築
学
科
棟
（
Ｗ
10

棟
）
５
階
・
６
階
空
調
を
個

別
空
調
と
し
Ｇ
Ｈ
Ｐ
化
②
９

号
館
全
域
高
効
率
照
明
化
。

　

こ
れ
ら
の
改
修
に
よ
り
、

年
間
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
の
削
減

と
利
便
性
向
上
を
図
っ
た
。

（
早
期
進
学
の
１
名

を
含
む
）
の
合
計
53

名
が
本
学
を
卒
業
・

修
了
し
た
。
式
は
、

学
位
記
・
修
了
証
書

授
与
、
波
多
野
学
長

の
告
辞
、
柳
澤
理
事

長
に
よ
る
祝
辞
、
後

援
会
と
工
友
会
か
ら

の
記
念
品
贈
呈
と
進

み
、
最
後
は
全
員
で

校
歌
を
斉
唱
し
た
。

式
の
終
了
後
に
は
、
恩
師
を

囲
ん
で
写
真
撮
影
を
す
る
な

ど
、
本
学
で
の
最
後
の
思
い

出
作
り
を
す
る
場
面
が
見
ら

れ
た
。

　

続
い
て
正
午
か
ら
は
、
同

会
場
に
て
秋
季
入
学
式
が
挙

行
さ
れ
た
。
新
た
に
本
学
で

の
学
生
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
た
の
は
、
学
部
７
名
、
大

学
院
博
士
前
期
課
程
４
名
、

留
学
生
別
科
11
名
の
合
計
22

名
。
波
多
野
学
長
は
式
辞
で

「
誰
か
を
支
え
る
、
誰
か
を

幸
せ
に
す
る
、
そ
の
た
め
の

　

去
る
９
月
15
日
（
日
）、

平
成
25
年
度
秋
季
学
位
記
授

与
式
・
留
学
生
別
科
修
了
証

書
授
与
式
、
お
よ
び
秋
季
入

学
式
が
、
本
学
14
号
館
５
階

の
会
議
室
で
執
り
行
わ
れ

た
。

　

２
つ
の
式
典
が
同
日
開
催

と
な
っ
て
か
ら
２
回
目
の
今

回
は
、
ま
ず
午
前
９
時
30
分

か
ら
秋
季
学
位
記
授
与
式
・

留
学
生
別
科
修
了
証
書
授
与

式
が
挙
行
さ
れ
、
学
部
40

名
、
大
学
院
博
士
前
期
課
程

５
名
、
留
学
生
別
科
８
名

何
か
を
つ
か
み
取
る
た
め

に
、
工
学
を
学
ん
で
く
だ
さ

い
」
と
述
べ
た
。

　

当
日
は
台
風
が
接
近
し
て

い
る
と
い
う
あ
い
に
く
の
天

候
で
は
あ
っ
た
が
、
来
賓
の

柳
澤
理
事
長
、
土
井
工
友
会

会
長
に
加
え
、
多
く
の
教
職

員
が
出
席
し
た
。
ま
た
、
日

曜
日
の
開
催
と
い
う
こ
と
も

あ
っ
て
か
、
父
母
の
姿
も
多

く
見
ら
れ
、
華
や
か
な
式
と

な
っ
た
。

波多野学長から修了証書を受け取る修了生

昨年の様子

　本年も11月2日（土）〜4日（月）の3日間、第45回若杉祭が開
催される。今年の若杉祭のテーマは「LINK」。ご来場いただいた
方々や参加している学生、教職員全てが繋がって協力し、学祭を盛
り上げ、楽しんでいただきたいという意味の込められたテーマであ
る。期間中には、毎年恒例の『秋のからっ風こんさぁと（来学アー
ティスト　清水翔太）』をはじめ、ホームカミングデー等、子供か
ら大人まで楽しめる各種イベントが企画されているので、ぜひご来
場いただければ幸いである。
	 大学祭実行委員会委員長　関口真一

通 信
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体育館工事完工
財務状況報告
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第7回マイクロロボコン高校生大会

第27回日本工業大学建築設計競技

テーマ「発見する家」

第5回3D-CADプロダクトデザインコンテスト

　参加者の技術が年々グレードアップし、
ビギナーの参加が難しくなってきているた
め、本年度第7回大会から初心者のために
「ノビス部門」を新設し、これまでの競技
部門を「エキスパート部門」として2部門
を並列に開催した。本年度は、両部門合わ
せて9都府県、13高校、58名、79台のエ
ントリーがあった。その内容は、実行委員
会が設計したプロトタイプ機、および、旧

　10月13日（日）、第5回3D-CADプロダ
クトデザインコンテストの授賞式が行われ
た。今回、北は北海道旭川工業高校、南は
沖縄県立那覇工業高校の参加など、全国
29校からテーマ部門「ペット＊＊＊道具」
131作品（27校）、自由デザイン部門「独
創的で楽しい提案」46作品（14校）、CG
アイディア部門「日常を彩る素敵なアイテ
ム」13作品（3校）の出展があった。
　授賞式当日は、妹尾陽三氏（ミルトス株 競技結果
審査結果 順位・賞 高校名 操作者 ロボット名

エ
キ
ス
パ
ー
ト
部
門

優勝 長野県箕輪進修高等学校 村田　匡 おさむくん
準優勝 東京都立総合工科高等学校 澤井　進也 すかるちのふ
3位 東京都立総合工科高等学校 妹尾　稀春 2MB
4位 長野県箕輪進修高等学校 原　大輝 G3
5位（敢闘賞） 長野県飯田OIDE長姫高等学校 中島　篤矢 南瓜
5位（敢闘賞） 東京都立総合工科高等学校 市川　和正 氷
5位（敢闘賞） 東京都立総合工科高等学校 渡邉　良樹 しいたけ
5位（敢闘賞） 長野県飯田OIDE長姫高等学校 加藤　純 カレー

ノ
ビ
ス
部
門

優勝 福島県立会津工業高等学校 五十嵐　基　 サーチリオン弐号機
準優勝 東京都立八王子桑志高等学校 安藤　大智 RTMC
3位 福島県立会津工業高等学校 橋本　尚樹 鉄人
4位 福島県立会津工業高等学校 大宮　元太 サーチリオン初号機

特
別
賞

技術賞 東京都立総合工科高等学校 高橋　元 ELEMENT	ver2
エコロジー賞 長野県飯田OIDE長姫高等学校 牧田　慎太郎 きゅうり
デザイン賞 岩手県立千厩高等学校 村上　翔太 AVS-11-ブラッグ
学長賞 長野県飯田OIDE長姫高等学校

各賞 名前 高校名
自由デザイン部門：「独創的で楽しい提案」
優秀賞 但野　正樹 宮城県工業高等学校
優秀賞 鳥取県立米子工業高等学校 鳥取県立米子工業高等学校
審査員特別賞 羽佐田　華恋 愛知県立鶴城丘高等学校
佳作 葛西　勇輝 宮城県工業高等学校
佳作 AM 静岡県立科学技術高等学校
佳作 福工 福島県立福島工業高等学校
佳作 マルチメディア部 岐阜県立岐阜総合学園高等学校
佳作 富山　睦月 兵庫県立姫路工業高等学校
各賞 名前 高校名

CGアイディア部門：「日常を彩る素敵なアイテム」
優秀賞 ソリッドデザイン 東京都立産業技術高等専門学校
エコロジー賞 菅野　愛由美 神奈川県立神奈川工業高等学校

各賞 高校名
奨励学校賞 福島県立福島工業高等学校
奨励学校賞 群馬県立高崎工業高等学校
奨励学校賞 東京都立六郷工科高等学校
奨励学校賞 愛知県立鶴城丘高等学校

各賞 名前 高校名
テーマ部門：「ペット＊＊＊道具」
最優秀賞 登坂　寿 新潟県立新津工業高等学校
特別審査員賞 穂積　登夢 日本工業大学駒場高等学校
優秀賞 屋宜　宣雅 愛知県立起工業高等学校
優秀賞 浅井　春香 愛知県立起工業高等学校
優秀賞 岡田清花 愛知県立鶴城丘高等学校
審査員特別賞 大工α 秋田県立大曲工業高等学校
審査員特別賞 SK高校 東京都立総合工科高等学校
佳作 松本　龍威知 日本工業大学駒場高等学校
佳作 早川　良太 福島県立郡山北工業高等学校
佳作 旭工 北海道旭川工業高等学校
佳作 ロボット 大阪市立生野工業高等学校

キット改造機がそれぞれ20台に対して、
完全自作の機体が39台と全体の半数を占
め、前回よりもさらなる総合的な技術力の
向上が見られた。レギュレーションを通過
した66台が競技を行い、エキスパート部
門で予選を完走できたのは43台、ノビス
部門では10台となった。今大会では、よ
り観戦をしやすくするために、リニューア
ルした体育館を競技会場とした。

式会社・代
表取締役）
の講演、入
賞作品全て
の造形品が
展示された。
　テーマ部
門の最優秀
賞は登坂寿
さん（新潟
県立新津工
業 高 校 ）、
また奨励学

校賞は福島県立福島工業高校、群馬県立高
崎工業高校、東京都立六郷工科高校、愛知
県立鶴城丘高校の4校が受賞した。自由デ
ザイン部門とCGアイディア部門の最優秀
賞は該当なしであった。

完全自作の機体が増え、高いレベルで競う3つの部門に、全国から190作品が応募

入賞者� ○印は共同作品の代表者
審査結果 氏　　名 高校名 学科・学年
1　等 　石本　大地 神戸市立科学技術高等学校 都市工学科３年
2　等 　木村　優樹 三重県立四日市工業高等学校 建築科２年

3　等 　竹谷　龍
　森崎　風 兵庫県立神戸工業高等学校 建築科１年

建築科４年
審査員賞（武井誠）　隂山　愛 福島県立郡山北工業高等学校 建築科３年
審査員賞（足立真）　森　亮太 静岡県立科学技術高等学校 建築デザイン科３年
審査員賞（吉村英孝）　坂下　芽衣 兵庫県立兵庫工業高等学校 建築科３年

佳　作 　伊濱　大晟 国立豊田工業高等専門学校 建築学科３年
佳　作 　小笠原��未奈 山梨県立甲府工業高等学校 建築科３年
佳　作 　長内　哲哉 埼玉県立大宮工業高等学校 建築科３年
佳　作 　木村　拓登 埼玉県立春日部工業高等学校 建築科３年
佳　作 　齋藤　拓人 国立東京工業大学附属科学技術高等学校 立体造形ディジタル・デザイン科３年
佳　作 　鈴木　結衣 北海道名寄産業高等学校 建築システム科３年

佳　作

〇鷲尾　仁
　河野　正典
　渡邊　愛
　小野　洵弥

大分県立大分工業高等学校

建築科２年
建築科２年
建築科３年
建築科１年

奨励賞 　阿南　翔馬 神戸市立科学技術高等学校 都市工学科３年
奨励賞 　河野　純 宮崎県立日向工業高等学校 建築科３年
奨励賞 　齋藤　朔実 福島県立会津工業高等学校 建築インテリア科３年
奨励賞 　田村��めぐみ 大分県立鶴崎工業高等学校 建築科３年
奨励賞 　鍋谷　真希 岡山県立岡山工業高等学校 建築科３年
奨励賞 　根本　創 福島県立福島工業高等学校 建築科３年
奨励賞 　馬場��彩結里 青森県立南部工業高等学校 建築科３年
奨励賞 　藤波　良樹 埼玉県立川越工業高等学校 建築科３年
奨励賞 　松下　諒仁 神戸市立科学技術高等学校 都市工学科３年

奨励賞 〇箕浦　智美
　黒川　優紀 神戸市立科学技術高等学校 都市工学科３年

都市工学科３年
奨励賞 　茂木　友寛 国立呉工業高等専門学校 建築学科２年
奨励賞 　山城　飛高 静岡県立科学技術高等学校 建築デザイン科３年

奨励学校賞 　山形県立山形工業高等学校　　福島県立会津工業高等学校
　福島県立福島工業高等学校
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つ
か
み
ど
こ
ろ
の
な
い
曖

昧
な
テ
ー
マ
に
対
し
て
密
度

の
濃
い
案
が
殆
ど
で
あ
っ

た
。
そ
れ
は
、「
問
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で
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さ
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で
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て
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に
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る
家
を
考
え
だ
し
た
と
い
う

強
い
意
思
の
現
れ
で
あ
る
。

　

結
果
と
し
て
、審
査
員
に

と
っ
て
よ
り
多
く
の「
発
見
」

が
認
め
ら
れ
た
入
選
案
は
、

建
築
の
豊
か
さ
、楽
し
さ
、そ

し
て
新
し
い
未
来
を
大
い
に

予
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せ
る
も
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で
あ
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、

魅
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的
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提
案
だ
っ
た
。
今

回
応
募
し
て
下
さ
っ
た
方
々

の
今
後
に
期
待
し
た
い
。

1974年生まれ。1997年東海大学建築学科卒
業。東京工業大学塚本研究室、手塚建築研究
所を経て2004年TNAを鍋島千恵と設立。輪
の家で	Wallpaper	Design	Awards最優秀賞、
カタガラスの家で新建築賞、JIA新人賞受賞。
主な作品に廊の家、方の家、キリの家、カモ
井加工紙第三攪拌工場史料館、2011年に上
州富岡駅舎設計競技で最優秀賞。

武井　誠
（建築家／TNA共同主宰）

1等入賞作品
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れ
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。
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先
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さ
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集
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。



（別表１）資金収支計算書� 単位：千円
科目 H24年度 H23年度 増減

収入の部�
学 生 生 徒 等 納 付 金 収 入 6,345,144 6,402,737 △�57,593
手 数 料 収 入 74,095 68,305 5,790
寄 付 金 収 入 72,656 73,495 △�839
補 助 金 収 入 623,657 681,989 △�58,332
資 産 運 用 収 入 166,997 181,238 △�14,241
資 産 売 却 収 入 0 0 0
事 業 収 入 39,114 56,956 △�17,842
雑 収 入 201,167 397,764 △�196,597
借 入 金 等 収 入 0 0 0
前 受 金 収 入 2,163,215 2,154,749 8,466
そ の 他 の 収 入 891,511 1,072,929 △�181,418
資 金 収 入 調 整 勘 定 △�2,527,841 △�2,472,640 △�55,201
前 年 度 繰 越 支 払 資 金 3,941,466 3,975,443 △�33,977
収 入 の 部 合 計 11,991,181 12,592,965 △�601,784

支出の部
人 件 費 支 出 2,737,253 3,039,689 △�302,436
教 育 研 究 費 支 出 1,487,865 1,568,564 △�80,699
管 理 経 費 支 出 506,987 484,319 22,668
借 入 金 等 利 息 支 出 52,435 66,413 △�13,978
借 入 金 等 返 済 支 出 396,110 396,110 0
施 設 関 係 支 出 926,871 654,311 272,560
設 備 関 係 支 出 176,380 234,046 △�57,666
資 産 運 用 支 出 1,492,919 2,034,246 △�541,327
そ の 他 の 支 出 406,396 299,807 106,589
資 金 支 出 調 整 勘 定 △�113,040 △�126,006 12,966
次 年 度 繰 越 支 払 資 金 3,921,005 3,941,466 △�20,461
支 出 の 部 合 計 11,991,181 12,592,965 △�601,784

（別表４）資金収支予算書� 単位：千円
科目 H25年度 H24年度 増減

収入の部�
学 生 生 徒 等 納 付 金 収 入 5,951,507 5,920,942 30,565
手 数 料 収 入 54,470 47,701 6,769
寄 付 金 収 入 67,030 67,350 △�320
補 助 金 収 入 456,500 454,030 2,470
資 産 運 用 収 入 24,000 24,500 △�500
資 産 売 却 収 入 0 0 0
事 業 収 入 30,544 31,078 △�534
雑 収 入 113,300 173,630 △�60,330
借 入 金 等 収 入 0 0 0
前 受 金 収 入 1,942,767 1,936,395 6,372
そ の 他 の 収 入 1,529,723 1,648,014 △�118,291
資 金 収 入 調 整 勘 定 △�2,163,216 △�2,154,748 △�8,468
前 年 度 繰 越 支 払 資 金 3,921,005 3,941,466 △�20,461
収 入 の 部 合 計 11,927,630 12,090,358 △�162,728

科目 H25年度 H24年度 増減
支出の部
人 件 費 支 出 2,791,520 2,868,513 △�76,993
教 育 研 究 費 支 出 2,065,075 2,372,677 △�307,602
管 理 経 費 支 出 759,270 708,904 50,366
借 入 金 等 利 息 支 出 39,800 52,440 △�12,640
借 入 金 等 返 済 支 出 343,340 396,110 △�52,770
施 設 関 係 支 出 817,600 896,000 △�78,400
設 備 関 係 支 出 302,091 248,836 53,255
資 産 運 用 支 出 1,430,000 1,357,893 72,107
そ の 他 の 支 出 497,247 521,603 △�24,356
〔 予 備 費 〕 110,000 110,000 0
資 金 支 出 調 整 勘 定 △�26,063 △�6,974 △�19,089
次 年 度 繰 越 支 払 資 金 2,797,750 2,564,356 233,394
支 出 の 部 合 計 11,927,630 12,090,358 △�162,728

（別表5）消費収支計算書の主要項目の分析表
主要項目の分析比率（％） H24年度 H23年度 増減
補 助 金 / 帰 属 収 入 8.2% 8.7% -0.5%
人 件 費 / 帰 属 収 入 35.8% 37.6% -1.8%
教育研究経費 / 帰属収入 33.1% 33.3% -0.2%
管 理 経 費 / 帰 属 収 入 7.3% 6.7% 0.6%
借入金等利息 / 帰属収入 0.7% 0.8% -0.1%
人 件 費 / 学 生 納 付 金 42.8% 46.2% -3.4%

（別表３）貸借対照表� 単位：千円
資産の部

科目 H24年度 H23年度 増減
固定資産 41,260,895 40,090,348 1,170,547
　有形固定資産 20,478,328 20,440,395 37,933
　その他の固定資産 20,782,567 19,649,953 1,132,614

流動資産 4,324,284 4,441,640 △�117,356

合　　計 45,585,179 44,531,988 1,053,191

負債・基本金・消費収支差額の部
科目 H24年度 H23年度 増減

負債の部 5,560,643 5,969,879 △�409,236
　固定負債 2,554,386 2,920,448 △�366,062
　流動負債 3,006,257 3,049,431 △�43,174

基本金の部 43,521,545 42,579,920 941,625
翌年度繰越消費収支差額 △�3,497,009 △�4,017,811 520,802

合　　　計 45,585,179 44,531,988 1,053,191

（別表２）消費収支計算書� 単位：千円
科目 H24年度 H23年度 増減

消費収入の部
学 生 生 徒 等 納 付 金 6,345,144 6,402,737 △�57,593
手 数 料 74,095 68,305 5,790
寄 付 金 83,782 97,918 △�14,136
補 助 金 623,657 681,989 △�58,332
資 産 運 用 収 入 148,494 161,598 △�13,104
資 産 売 却 差 額 0 0 0
事 業 収 入 39,114 56,956 △�17,842
雑 収 入 259,489 398,017 △�138,528
そ の 他 の 収 入 0 0 0
帰 属 収 入 合 計 7,573,775 7,867,520 △�293,745
基 本 金 組 入 額 合 計 △�941,625 △�429,577 △�512,048
消 費 収 入 の 部 合 計 6,632,150 7,437,943 △�805,793

消費支出の部
人 件 費 2,714,531 2,955,931 △�241,400
教 育 研 究 経 費 2,506,508 2,618,464 △�111,956
管 理 経 費 549,563 525,726 23,837
借 入 金 等 利 息 52,435 66,412 △�13,977
資 産 処 分 差 額 32,229 302,302 △�270,073
そ の 他 の 支 出 256,083 182,875 73,208
消 費 支 出 の 部 合 計 6,111,349 6,651,710 △�540,361
当 年 度 消 費 収 支 超 過 額 520,801 786,233 △�265,432
前 年 度 繰 越 支 出 超 過 額 △�4,017,811 △�4,804,044 786,233
翌 年 度 繰 越 支 出 超 過 額 △�3,497,010 △�4,017,811 520,801
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今
夏
の
国
際
交
流

　
夏
休
み
の
海
外
研
修
・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

　

７
月
17
日
（
水
）
〜
21
日

（
日
）、
波
多
野
学
長
、
古
閑

留
学
生
別
科
長
、
情
報
工
学

科
・
正
道
寺
教
授
、
原
施
設

環
境
管
理
課
長
の
４
名
が
、

91
年
か
ら
本
学
と
提
携
協
定

を
結
ん
で
い
る
キ
ン
グ
モ
ン

ク
ッ
ト
工
科
大
学
ト
ン
ブ
リ

校
（
Ｋ
Ｍ
Ｕ
Ｔ
Ｔ
）
を
訪

問
。
図
書
館
や
本
学
と
の
共

同
研
究
施
設
を
見
学
し
た

　

７
月
20
日

（
土
）
か
ら
24
日

（
水
）
ま
で
、
中

国
浙
江
省
の
衢

州
中
等
専
業
学

校
か
ら
、
蔡
志

華
副
校
長
を
代

表
と
す
る
教
員

３
名
、
学
生
８

名
の
一
行
が
来

学
し
た
。
同
校

　

８
月
６
日
（
火
）、
タ
イ

の
ラ
チ
ャ
マ
ン
ガ
ラ
工
科
大

学
の
ク
リ
ス
ナ
ポ
ン
・
グ
リ

テ
ィ
カ
ラ
理
事
長
を
代
表

に
、
同
大
学
を
構
成
す
る
９

つ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
長
・

副
学
長
ら
28
名
が
波
多
野
学

　

学
生
９
名
と
教
職
員
３
名

は
ア
ル
バ
ー
タ
州
ク
ロ
ウ
ズ

ネ
ス
ト
・
パ
ス
の
本
学
研
修

所
に
８
月
８
日
到
着
し
た
。

雄
大
な
自
然
の
中
、
ラ
フ

　

９
月
４
日
（
水
）
〜
13
日

（
金
）
ま
で
の
10
日
間
、
イ

ン
ド
最
大
の
経
済
都
市
ム
ン

バ
イ
と
学
園
都
市
プ
ネ
に
21

名
の
学
生
が
滞
在
し
、
研
修

を
行
っ
た
。ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、

大
学
訪
問
、
学
生
交
流
、
企

業
訪
問
、
フ
ィ
ー
ル
ド
リ

サ
ー
チ
な
ど
、
多
彩
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
実
施
さ
れ
た
。
参

加
し
た
情
報
工
学
科
３
年
の

小
林
君
は
「
驚
き
の
連
続
で

世
界
観
が
変
わ
っ
た
」
と
感

想
を
述
べ
て
い
る
。

　

ま
た
、
９
月
９
日
（
月
）

〜
14
日
（
土
）
に
は
、
25
名

の
学
生
が
ベ
ト
ナ
ム
中
部
ダ

ナ
ン
市
で
研
修
を
実
施
。
国

立
ダ
ナ
ン
工
科
大
学
、
同
外

国
語
大
学
の
学
生
と
の
共
同

ワ
ー
ク
で
は
「
技
術
は
言
葉

を
超
え
る
」
こ
と
を
体
感
で

き
た
。
割
り
箸
タ
ワ
ー
の
製

作
で
は
、
建
築
学
科
の
学
生

が
土
台
の
基
礎
を
見
本
で
作

り
、
他
学
科
の
学
生
が
構
造

計
算
を
行
う
な
ど
、
そ
れ
ぞ

れ
の
持
ち
味
を
活
か
し
た
。

現
地
の
学
生
た
ち
が
製
作
し

た
「
日
越
の
架
け
橋
」
に
は

皆
が
感
動
し
た
よ
う
だ
。

　

今
回
の
研
修
は
参
加
学
生

た
ち
に
と
っ
て
大
き
な
収
穫

と
な
っ
た
に
違
い
な
い
。

テ
ィ
ン
グ
な
ど
の
野
外
活
動

と
英
語
研
修
に
４
週
間
、
取

り
組
ん
だ
。

　

学
生
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を

行
っ
た
。
英
語
だ
け
で
暮
ら

す
こ
と
に
よ
り
、
自
信
が
生

ま
れ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
楽
し
さ
を
実
感
し
て

い
っ
た
。
学
生
に
と
っ
て
、

「
も
っ
と
長
く
こ
こ
に
い
た

か
っ
た
」
と
感
じ
る
ほ
ど
充

実
し
た
時
間
で
あ
っ
た
。

長
を
表
敬
訪
問
し
た
。
そ
の

後
、
本
学
教
職
員
に
よ
る

「
本
学
の
組
織
と
実
工
学
・

工
房
教
育
」、「
環
境
へ
の
取

り
組
み
」、「
産
学
連
携
起
業

教
育
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
講

演
に
熱
心
に
聞
き
入
っ
た
。

施
設
見
学
後
、
学
友
会
館
で

柳
澤
理
事
長
、波
多
野
学
長
、

講
演
会
講
師
を
交
え
て
賑
や

か
に
懇
談
、意
見
交
換
し
た
。

一
・
は
じ
め
に

　

第
四
十
六
期
決
算
、
第
四

十
七
期
予
算
が
公
認
会
計
士

及
び
法
人
監
事
の
監
査
を
受

け
、
法
人
理
事
会
・
評
議
員

会
で
承
認
決
定
さ
れ
た
た

め
、
こ
こ
に
財
務
諸
表
を
お

知
ら
せ
し
、
関
係
各
位
の
ご

理
解
と
引
き
続
き
の
ご
協
力

を
お
願
い
す
る
。

　

平
成
二
十
四
年
度
（
二
〇

一
二
年
度
）
に
本
学
が
行
っ

た
主
な
事
業
等
は
次
の
通

り
。

　

●
東
門
の
改
修
と
そ
の
周

辺
の
環
境
整
備
を
実
施
。
塀

を
ネ
ッ
ト
フ
ェ
ン
ス
化
し
た

こ
と
に
よ
り
学
生
の
安
全
性

と
利
便
性
が
保
た
れ
、
景
観

も
向
上
し
た
。

　

●
大
規
模
災
害
に
備
え

て
、
防
災
用
品
、
一
千
人
分

の
食
糧
や
飲
料
水
の
備
蓄
、

停
電
時
の
消
火
栓
対
策
、
マ

ン
ホ
ー
ル
型
ト
イ
レ
設
置
等

の
整
備
を
行
っ
た
。

　

●
「
第
四
回
エ
コ
大
学
ラ

ン
キ
ン
グ
」
総
合
一
位
を
獲

得
。
学
生
環
境
推
進
委
員
会

を
中
心
と
す
る
学
生
の
環
境

活
動
の
積
極
的
な
参
加
及
び

大
学
の
節
電
へ
の
取
組
み
、

Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
の
削
減
等
が

評
価
さ
れ
た
も
の
。

二
・�

平
成
二
十
四
年
度
決
算

に
つ
い
て

　

学
校
法
人
会
計
基
準
に
基

づ
く
主
た
る
財
務
諸
表
に
は

次
の
三
表
が
あ
る
。
①
全
て

の
資
金
の
流
れ
と
そ
の
顛
末

を
示
す「
資
金
収
支
計
算
書
」

（
別
表
１
）、
②
各
年
度
に
お

け
る
収
支
の
均
衡
状
態
や
財

政
の
健
全
さ
を
見
る
上
で
の

指
標
と
な
る
「
消
費
収
支
計

算
書
」（
別
表
２
）、
③
決
算

時
点
に
お
け
る
財
政
状
態
を

明
ら
か
に
し
た
「
貸
借
対
照

表
」（
別
表
３
）
の
三
表
で

あ
る
。
ま
た
（
別
表
５
）
に

て
「
消
費
収
支
計
算
書
主
要

項
目
の
分
析
表
」
を
添
付
。

詳
細
に
つ
い
て
は
別
表
を
ご

参
照
い
た
だ
き
た
い
。

（
消
費
収
支
計
算
書
）

○
収
入
の
部

　

学
生
生
徒
等
納
付
金
は
、

前
年
度
比
五
千
七
百
万
円
の

減
少
、
手
数
料
は
受
験
生
の

増
加
に
よ
り
五
百
七
十
万
円

の
増
と
な
っ
た
。
寄
付
金
は

前
年
度
比
一
千
四
百
万
円
減

少
し
た
。
補
助
金
は
、
五
千

八
百
万
円
減
少
し
た
が
、
施

設
設
備
等
補
助
金
申
請
の
減

少
に
よ
る
も
の
。
資
産
運
用

収
入
は
、
前
年
度
比
約
一
千

三
百
万
円
の
減
少
。
日
本
国

債
を
中
心
と
し
た
安
全
面
を

優
先
と
し
た
運
用
を
実
施
。

雑
収
入
で
は
、
前
年
度
、
定

年
退
職
者
増
加
の
要
因
が
あ

り
、一
時
的
に
増
加
し
た
が
、

今
期
は
そ
の
要
因
が
な
く
な

り
一
億
九
千
六
百
万
円
減
少

し
た
。
以
上
の
結
果
、
帰
属

収
入
は
前
年
対
比
二
億
九
千

三
百
万
円
減
少
し
、
七
十
五

億
七
千
三
百
万
円
と
な
っ

た
。
基
本
金
組
入
額
と
は
大

学
の
教
育
研
究
環
境
を
永
続

的
に
維
持
向
上
さ
せ
る
た
め

に
不
可
欠
な
資
産
投
資
を
示

し
た
も
の
。

○
支
出
の
部

　

人
件
費
は
退
職
者
要
因
が

な
く
な
り
、前
年
度
比
二
億

四
千
万
円
の
減
少
と
な
っ

た
。
教
育
研
究
経
費
は
総
額

で
二
十
五
億
六
百
万
円
と
な

り
、前
年
度
比
一
億
一
千
万
円

減
少
。
体
育
館
改
修
が
翌
期

へ
持
ち
越
さ
れ
た
た
め
で
あ

る
。
学
生
へ
の
還
元
を
表
す

教
育
研
究
費
比
率（
別
表
５

ご
参
照
）は
約
三
三
・
一
％
で

あ
り
、全
国
的
に
も
高
い
水

準
を
継
続
し
て
維
持
し
て
い

る
。
管
理
経
費
は
総
額
で
五

億
四
千
万
円
、前
年
比
二
千

三
百
万
円
増
加
。
学
生
募
集

費
等
の
要
因
に
よ
る
も
の
。

三
・�

平
成
二
十
五
年
度
予
算

に
つ
い
て

（
資
金
収
支
予
算
書
）

　

平
成
二
十
五
年
度
の
全
て

の
資
金
の
流
れ
と
そ
の
顛
末

を
示
す「
資
金
収
支
予
算
書
」

（
別
表
４
）
の
概
略
は
次
の

と
お
り
。
主
た
る
収
入
で
あ

る
学
生
生
徒
等
納
付
金
収
入

は
、
大
学
院
改
組
及
び
Ｐ
Ｂ

Ｌ
教
育
の
充
実
を
意
識
し
つ

つ
、
学
生
数
を
厳
し
目
に
予

測
し
た
。
補
助
金
は
今
後
も

積
極
的
に
申
請
・
獲
得
を
目

指
す
。

　

教
育
研
究
経
費
支
出
は
直

接
学
生
諸
君
に
係
る
経
費
の

た
め
、
今
後
も
高
水
準
を
維

持
で
き
る
予
算
と
し
た
。
施

設
・
設
備
関
係
支
出
で
は
、

体
育
館
の
耐
震
・
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
工
事
、
生
活
環
境
デ
ザ

イ
ン
研
究
棟
完
成
、
大
型
設

備
の
更
新
等
を
見
込
む
予
算

と
し
た
。

四
・
む
す
び

　

防
災
・
減
災
等
の
危
機
管

理
体
制
は
、
引
き
続
き
強
化

す
る
予
定
。
今
夏
八
月
に
実

施
し
た
埼
玉
県
と
の
合
同
防

災
訓
練
を
契
機
に
大
学
独
自

の
訓
練
を
実
施
し
、
学
生
・

教
職
員
の
安
全
確
保
に
努
め

る
と
共
に
引
き
続
き
充
実
し

た
教
育
研
究
を
推
進
し
て
ゆ

く
所
存
で
あ
る
。
そ
の
た
め

に
は
、
学
生
、
ご
父
母
、
卒

業
生
の
皆
様
の
ご
理
解
が
不

可
欠
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も

関
係
各
位
の
皆
様
の
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第

で
あ
る
。�

（
財
務
部
）

は
留
学
生
別
科
と
の
協
定
校

で
、
多
く
の
卒
業
生
が
本
学

に
入
学
し
て
い
る
。
今
回
の

訪
問
目
的
は
、
学
長
表
敬
、

教
育
・
研
究
施
設
の
見
学
、

留
学
生
別
科
で
の
日
本
語
授

業
受
講
、
先
輩
在
学
生
と
の

交
流
と
盛
り
だ
く
さ
ん
で

あ
っ
た
。
施
設
見
学
で
は
、

予
定
に
は
な
か
っ
た
付
属
駒

場
高
校
生
の
鋳
造
実
習
を
含

め
、
興
味
深
く
参
観
し
た
。

後
、
今
後
の
学
術
交
流
に
つ

い
て
意
見
交
換
し
た
。
午
後

に
は
、
大
学
院
建
築
デ
ザ
イ

ン
専
攻
の
キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪

問
し
た
。

　

ま
た
、
本
学
と
の
提
携
を

希
望
し
て
い
る
パ
ン
ヤ
ー
ピ

ワ
ッ
ト
経
営
大
学
（
Ｐ
Ｉ

Ｍ
）
も
訪
問
。
タ
イ
で
活
躍

し
て
い
る
本
学
卒
業
生
や
修

了
生
が
同
窓
会
を
開
催
し
、

再
会
を
喜
び
合
っ
た
。

学
長
一
行

タ
イ
Ｋ
Ｍ
Ｕ
Ｔ
Ｔ
訪
問

衢
州
中
等
専

業
学
校
の
一

行
が
来
学

ラ
チ
ャ
マ
ン
ガ
ラ
工
科
大

学
代
表
団
が
来
学・
視
察

カ
ナ
ダ
で
４
週
間
の

ホ
ー
ム
ス
テ
イ

イ
ン
ド
、
ベ
ト
ナ
ム
で

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
研
修

KMUTT大学院建築デザイン専攻にて

カナダ人講師による授業

インド研修に参加した一行と現地スタッフ

Ｍ
Ｏ
Ｔ
ク
ラ
ブ
の
活
動

専
門
職
大
学
院
だ
よ
り

　

神
田
神
保
町
に
あ
る
専
門

職
大
学
院
で
は
、
修
了
生
に

修
了
後
も
大
学
院
に
集
ま
っ

て
も
ら
い
、
経
営
に
関
す
る

知
識
や
話
題
を
提
供
し
て
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
維
持
し
て

い
こ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の

一
環
と
し
て
「
Ｍ
Ｏ
Ｔ
ク
ラ

ブ
」
と
い
う
修
了
生
な
ら
誰

で
も
入
れ
る
ク
ラ
ブ
を
組
織

し
て
、
話
題
を
提
供
し
て
い

る
。

　

今
年
は
昨
年
ま
で
の
内
容

と
は
違
い
、
修
了
生
や
そ
の

紹
介
者
を
対
象
と
し
た
講
演

会
を
開
催
。
既
に
２
回
開
催

さ
れ
、
好
評
を
博
し
て
い

る
。

　

第
１
回
は
７
月
に
開
催
さ

れ
、
昨
年
の
修
了
生
で
住
友

３
Ｍ
の
松
本
日
出
夫
氏
が

「
３
Ｍ
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
育
む
企
業
文
化
」、
本
大

学
院
の
浪
江
教
授
が
、
研
究

開
発
の
進
め
方
の
手
法
で
あ

る
「
ス
テ
ー
ジ
ゲ
ー
ト
法
」

に
つ
い
て
講
演
し
た
。

　

第
２
回
は
９
月
14
日

（
土
）、
温
浴
剤
な
ど
の
老
舗

メ
ー
カ
ー
㈱
ツ
ム
ラ
か
ら
入

浴
剤
「
バ
ス
ク
リ
ン
」
を
切

り
離
し
て
、
㈱
バ
ス
ク
リ
ン

と
し
て
企
業
再
生
を
果
た
し

た
経
緯
な
ど
に
つ
い
て
、
同

石
川
泰
宏
氏
に
講
演
い
た
だ

い
た
。
ま
た
、
本
大
学
院
修

了
生
の
原
顕
寛
氏
は
「
中
小

企
業
の
Ｍ
Ｂ
Ｏ
活
用
に
よ
る

事
業
再
生
を
目
的
と
し
た
事

業
承
継
」
と
い
う
企
業
買
収

や
再
生
に
関
す
る
講
演
を

行
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
起
こ
す
よ
う
な
研

究
開
発
の
進
め
方
や
、
企
業

の
継
続
が
危
ぶ
ま
れ
る
と
き

の
事
業
の
存
続
の
さ
せ
方
な

ど
、
Ｍ
Ｏ
Ｔ
で
学
ぶ
人
た
ち

が
興
味
を
持
つ
、
事
例
を

日
本
工
業
大
学
の
財
務
状
況
に
つ
い
て

第
46
期
決
算
・
第
47
期
予
算

テ
ー
マ
と
し
て
本
大
学
院
の

修
了
生
を
交
え
、
講
演
と
そ

の
後
の
討
論
を
行
う
こ
と

で
、
修
了
時
の
知
識
を
生
か

せ
る
道
や
知
識
の
更
新
を

行
っ
て
い
け
る
よ
う
な
場
の

提
供
を
行
っ
て
い
る
。

　

引
き
続
き
次
年
度
に
向
け

て
、
修
了
生
の
ネ
ッ
ト
ワ
―

ク
維
持
に
向
け
た
活
動
を

行
っ
て
い
く
。

（
大
学
院
技
術
経
営
研
究
科
・

教
授　

武
富
為
嗣
）
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【
任
用
】（
９
月
１
日
付
）

◆
丸
山
友
希
夫
准
教
授
（
共
通
教
育

系
）
71
年
７
月
26
日
生
ま
れ
。
00
年

３
月
帝
京
科
学
大
学
大
学
院
理
工
学

研
究
科
後
期
博
士
課
程
先
端
科
学
技

術
専
攻
修
了
。
博
士
（
先
端
科
学
技

術
）。
前
沖
縄
国
際
大
学
産
業
情
報
学

部
産
業
情
報
学
科
准
教
授
。

◆
桑
原
拓
也
助
教
（
も
の
づ
く
り
環

境
学
科
）
78
年
４
月
９
日
生
ま
れ
。

08
年
３
月
同
志
社
大
学
大
学
院
工
学

研
究
科
機
械
工
学
専
攻
博
士
後
期
課

程
、
仏
国E

cole�C
entrale�P

aris

応
用
数
学
専
攻
博
士
課
程
修
了
。
博

士
（
工
学
）、
Ｐ
ｈ
．Ｄ
．（
応
用
数
学
）。

前
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
Ｐ

Ｄ
（
大
阪
府
立
大
学
大
学
院
）。

◆
橋
浦
弘
明
助
教
（
情
報
工
学
科
）

79
年
６
月
24
日
生
ま
れ
。
08
年
９
月

芝
浦
工
業
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科

博
士
（
後
期
）
課
程
機
能
制
御
シ
ス

テ
ム
専
攻
修
了
。
博
士
（
工
学
）。
前

東
洋
大
学
総
合
情
報
学
部
助
教
。

◆
大
橋
裕
太
郎
助
教
（
情
報
工
学
科
）

81
年
５
月
21
日
生
ま
れ
。
08
年
９
月

慶
応
義
塾
大
学
大
学
院
政
策
・
メ
デ
ィ

ア
研
究
科
政
策
・
メ
デ
ィ
ア
専
攻
博
士

後
期
課
程
修
了
。
博
士
（
学
術
）。
前

日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
Ｐ
Ｄ

（
慶
応
義
塾
大
学
）。

（
10
月
１
日
付
）

◆
髙
桒
広
太
郎
助
手
（
建
築
学
科
）

79
年
12
月
14
日
生
ま
れ
。
13
年
３
月

日
本
工
業
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科

博
士
後
期
課
程
建
築
学
専
攻
修
了
。

博
士
（
工
学
）。

【
昇
任
】（
10
月
１
日
付
）

◆
中
野
道
王
准
教
授
（
機
械
工
学
科
）

→
教
授
に
昇
任

◆
佐
藤
杉
弥
准
教
授
（
共
通
教
育
系
）

→
教
授
に
昇
任

◆
衛
藤
和
文
准
教
授
（
共
通
教
育
系
）

→
教
授
に
昇
任

【
任
命
】（
10
月
１
日
付
）

◆
も
の
づ
く
り
環
境
学
科
主
任　

八

木
田
浩
史
教
授
（
新
任
）

◆
電
気
電
子
工
学
科
主
任　

石
川
豊

教
授
（
再
任
）

◆
建
築
学
科
主
任　

武
田
光
史
教
授

（
新
任
）

◆
共
通
教
育
系
主
任　

菊
地
信
一
教
授

（
新
任
）

◆
機
械
工
学
専
攻
幹
事　

長
坂
保
美

教
授
（
再
任
）

◆
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻
幹
事　

伴
雅

人
教
授
（
新
任
）

◆
情
報
工
学
専
攻
幹
事　

石
川
孝
教

授
（
再
任
）

◆
環
境
共
生
シ
ス
テ
ム
学
専
攻
幹
事

　

伴
雅
人
教
授
（
新
任
）

◆
機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻
幹
事　

中
里
裕
一
教
授
（
新
任
）

◆
電
子
情
報
メ
デ
ィ
ア
工
学
専
攻
幹

事　

石
川
孝
教
授
（
再
任
）

◆
学
生
支
援
部
長
補
佐　

張
暁
友
准

教
授
（
新
任
）

◆
学
修
支
援
セ
ン
タ
ー
長��

川
合
耕
一

郎
（
再
任
）

◆
工
房
教
育
推
進
本
部
長
兼
担　

青

柳
稔
教
授
（
再
任
）

【
退
職
】（
８
月
31
日
付
）

◆
石
田
武
志
准
教
授
（
も
の
づ
く
り

環
境
学
科
）

◆
藤
田
則
夫
（
総
務
部
長
）
／
出
張

先
＝
ド
イ
ツ
（
８
／
１
〜
８
／
10
）
／

目
的
＝
海
外
研
修

◆
成
田
剛
准
教
授
（
建
築
学
科
）
／

出
張
先
＝
ラ
オ
ス
（
８
／
５
〜
８
／

23
）
／
目
的
＝
シ
ェ
ン
ク
ア
ン
仏
堂
建

築
復
元
修
復
の
た
め
の
建
築
材
料
お

よ
び
構
法
に
関
す
る
研
究

◆
上
田
学
助
教
（
建
築
学
科
）
／
同

前
◆
鈴
木
仁
講
師
（
共
通
教
育
系
）

／
出
張
先
＝
カ
ナ
ダ
（
８
／
８
〜
９
／

６
）
／
目
的
＝
海
外
語
学
研
修
引
率

◆
ジ
ュ
リ
ア
ン
・
チ
ェ
ス
ワ
ー
ス
講
師

（
英
語
教
育
セ
ン
タ
ー
）
／
同
前

◆
鈴
木
良
裕
（
学
生
支
援
課
主
任
）

／
同
前

◆
樋
口
佳
樹
准
教
授
（
生
活
環
境
デ

ザ
イ
ン
学
科
）
／
出
張
先
＝
ベ
ト
ナ
ム

（
８
／
16
〜
８
／
23
）
／
目
的
＝
ベ
ト

ナ
ム
・
ホ
イ
ア
ン
に
お
け
る
環
境
共
生

建
築
の
実
測
調
査

◆
張
暁
友
准
教
授
（
機
械
工
学
科
）

／
出
張
先
＝
中
国
（
８
／
17
〜
８
／

26
）
／
目
的
＝
２
０
１
３
年
第
三
回
応

用
機
械
・
材
料
お
よ
び
加
工
に
関
す
る

国
際
会
議
に
お
け
る
研
究
発
表

◆
竹
内
貞
雄
教
授
（
機
械
工
学
科
）

／
出
張
先
＝
イ
タ
リ
ア
（
８
／
31
〜

９
／
６
）
／
目
的
＝
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
と

カ
ー
ボ
ン
材
料
に
関
す
る
国
際
会
議

に
て
論
文
発
表

◆
伴
雅
人
教
授
（
創
造
シ
ス
テ
ム
工
学

科
）
／
同
前

◆
勝
木
祐
仁
准
教
授
（
生
活
環
境
デ

ザ
イ
ン
学
科
）
／
出
張
先
＝
カ
ナ
ダ

（
９
／
４
〜
９
／
15
）
／
目
的
＝
２
×

４
木
造
建
築
工
房
に
よ
る
カ
ナ
ダ
研

修
所
で
の
建
設
作
業
指
導

◆
那
須
秀
行
教
授
（
建
築
学
科
）
／

同
前

◆
野
口
憲
治
助
手
（
建
築
学
科
）
／

同
前

◆
渡
部
修
一
教
授
（
創
造
シ
ス
テ
ム
工

学
科
）
／
出
張
先
＝
タ
イ
（
９
／
６

〜
９
／
９
）
／
目
的
＝
研
究
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
打
合
せ
お
よ
び
施
設
見
学

◆
細
田
彰
一
准
教
授
（
機
械
工
学
科
）

／
出
張
先
＝
カ
ナ
ダ
（
９
／
７
〜
９
／

11
）
／
目
的
＝
カ
ナ
ダ
研
修
所
に
て

出
前
授
業
お
よ
び
進
学
指
導

◆
神
野
健
哉
教
授（
電
気
電
子
工
学

科
）／
出
張
先
＝
ア
メ
リ
カ（
９
／
７
〜

９
／
13
）／
目
的
＝
２
０
１
３
年
非
線

形
理
論
と
そ
の
応
用
に
関
す
る
国
際

会
議
に
参
加
、座
長
、研
究
論
文
発
表

◆
木
村
貴
幸
助
教
（
電
気
電
子
工
学

科
）
／
出
張
先
＝
ア
メ
リ
カ
（
９
／
７

〜
９
／
13
）
／
目
的
＝
２
０
１
３
年
Ｉ

Ｅ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
非
線
形
理
論
と
そ
の
応
用
に

関
す
る
国
際
会
議
に
て
研
究
論
文
発

表◆
勝
木
祐
仁
准
教
授
（
生
活
環
境
デ

ザ
イ
ン
学
科
）
／
出
張
先
＝
カ
ナ
ダ

（
９
／
９
〜
９
／
10
）
／
目
的
＝
カ
ナ

ダ
研
修
所
に
て
出
前
授
業
お
よ
び
進

学
指
導

◆
鈴
木
宏
典
准
教
授
（
も
の
づ
く
り

環
境
学
科
）
／
出
張
先
＝
台
湾
（
９

／
10
〜
９
／
12
）
／
目
的
＝
第
10
回

東
ア
ジ
ア
交
通
学
会
国
際
会
議
で
の

研
究
発
表

◆
瀬
戸
眞
弓
教
授
（
生
活
環
境
デ
ザ

イ
ン
学
科
）
／
出
張
先
＝
ス
ロ
ベ
ニ
ア

（
９
／
10
〜
９
／
15
）
／
目
的
＝
欧
州

専
門
職
連
携
教
育
学
会
２
０
１
３
年

大
会
に
お
け
る
研
究
発
表
（
四
大
学

連
携
事
業
）

◆
安
原
鋭
幸
准
教
授
（
も
の
づ
く
り

環
境
学
科
）
／
出
張
先
＝
ド
イ
ツ
（
９

／
22
〜
９
／
26
）
／
目
的
＝
第
６
回

炭
素
系
ナ
ノ
粒
子
複
合
材
料
の
国
際

会
議
へ
出
席

◆
二
ノ
宮
進
一
准
教
授（
機
械
工
学
科
）

／
出
張
先
＝
中
国（
９
／
24
〜
９
／

27
）／
目
的
＝
国
際
砥
粒
加
工
学
会
で

の
論
文
発
表
・
国
際
砥
粒
委
員
会
出
席

◆
波
多
野
純
（
学
長
）
／
出
張
先
＝

台
湾
（
９
／
27
〜
９
／
30
）
／
目
的

＝
２
０
１
３
文
化
遺
産
保
存
の
国
際
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
て
招
待
講
演

◆
北
久
保
茂
准
教
授
（
情
報
工
学
科
）

／
出
張
先
＝
ア
メ
リ
カ
（
９
／
29
〜

10
／
４
）
／
目
的
＝
第
29
回
デ
ジ
タ

ル
プ
リ
ン
ト
国
際
会
議
で
の
座
長

◆
江
藤
香
准
教
授
（
情
報
工
学
科
）

／
出
張
先
＝
ト
ル
コ
（
10
／
９
〜
10
／

15
）
／
目
的
＝
高
等
教
育
と
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
に
基
づ
い
た
情
報
技
術
に
関
す

る
国
際
会
議
に
て
研
究
発
表

◆
古
閑
伸
裕
教
授
（
機
械
工
学
科
）

／
出
張
先
＝
ベ
ト
ナ
ム
（
10
／
12
〜

10
／
17
）
／
目
的
＝
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け

る
学
生
募
集
活
動

◆
鈴
木
宏
典
准
教
授
（
も
の
づ
く
り

環
境
学
科
）
／
出
張
先
＝
タ
イ
（
10

／
30
〜
11
／
５
）
／
目
的
＝
第
２
回

情
報
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
ア
ジ
ア
国

際
会
議
で
の
研
究
発
表
・
タ
イ
国
高

速
道
路
公
社
で
の
情
報
収
集

▼
台
風
一
過
・
こ

の
原
稿
を
し
た
た

め
て
い
る
平
成
25

年
９
月
17
日
は
、

昨
日
の
荒
れ
た
天

気
が
嘘
の
よ
う
な

晴
天
で
あ
る
。
▼

ど
の
方
向
か
ら
空
を
見
上
げ

て
も
、
一
面
青
空
。
良
い
季

節
を
迎
え
た
も
の
だ
。
爽
や

か
な
秋
風
と
共
に
、
学
生
の

華
や
い
だ
声
が
、
ど
こ
か
ら

と
も
な
く
聞
こ
え
て
く
る
。

そ
う
、
秋
学
期
の
授
業
が
始

ま
っ
た
の
だ
。
▼
昨
日
と
今

日
の
違
い
が
あ
ま
り
に
も
大

き
す
ぎ
る
た
め
か
、
ふ
と
、

「
禍
福
は
糾
（
あ
ざ
な
）
え

る
縄
の
如
し
」
と
い
う
故
事

成
句
を
思
い
出
し
た
。
幸
福

と
不
幸
は
表
裏
一
体
で
、
か

わ
る
が
わ
る
来
る
も
の
だ
、

と
言
う
こ
と
の
た
と
え
だ
。

▼
成
功
も
失
敗
も
縄
の
よ
う

に
表
裏
を
な
し
て
、
め
ま
ぐ

る
し
く
変
化
す
る
の
が
、
こ

の
世
の
常
で
も
あ
る
。
類
義

語
も
多
い
。「
人
間
万
事
塞

翁
が
馬
」「
苦
あ
れ
ば
楽
あ

り
」。
反
語
の
「
楽
あ
れ
ば

苦
あ
り
」
も
あ
る
。「
朝
の

来
な
い
夜
は
な
い
」「
春
の

来
な
い
冬
は
な
い
」
と
考
え

る
こ
と
が
、
人
生
を
生
き
抜

く
コ
ツ
な
の
だ
ろ
う
。【
信
】

人
事
異
動

国
外
出
張

宮
代
町
の
魅
力
を

全
国
に
動
画
配
信

宮代町
だより

185号

　

宮
代
町
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
放
送
局
で
は
、
町
内
の

ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
等

を
動
画
配
信
し
て
い
ま

す
。
番
組
制
作
や
運
営
の

主
体
は
地
域
の
皆
さ
ん

で
、
日
工
大
生
も
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
の
設
計
や
デ
ジ
カ

メ
講
座
の
講
師
と
し
て
活

躍
。
皆
さ
ん
も
独
自
の
視

点
と
感
性
で
世
界
に
一
つ

だ
け
の
動
画
を
制
作
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
興
味
の
あ

る
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
11
月
10
日（
日
）

に
は
、
市
民
活
動
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
で
動
画
コ
ン

テ
ス
ト
を
開
催
し
ま
す
。

【
問
】Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｍ
Ｃ
Ａ

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
０
４

８
０
・
３
４
・
１
１
６
３

編 集 後 記

万
一
の
災
害
に
備
え
、
約
４
０
０
名
が
参
加

埼
玉
県
・
白
岡
市
総
合
防
災
訓
練

小中学生20組が、ロボット制作を体験

　8月3日（土）、本学4号館において小中学生対象の体験
授業「生物に学ぶ未来のロボット」を実施した。創造シ
ステム工学科・中里裕一教授の指導のもと、子供たちが
自らロボットを制作し、動きを制御するプログラミング
を考え、いかにルートを早く完走できるかを競った。他
にもロボットに関する講義、大学施設見学、大学生との
交流などを実施。「夏休みの楽しい思い出になった」と
大変好評であった。
　なお、この事業は（独）日本学術振興会の科学研究費
助成事業として実施された。

ひらめき☆ときめきサイエンス

　

８
月
31
日
（
土
）、
本
学

を
会
場
に
総
合
防
災
訓
練
が

行
わ
れ
た
。
こ
の
訓
練
は
、

９
都
県
市
合
同
防
災
訓
練
の

一
環
と
し
て
埼
玉
県
と
白
岡

市
が
主
催
す
る
も
の
で
、
本

学
の
ほ
か
、
県
内
５
か
所
の

会
場
で
同
時
に
行
わ
れ
た
。

そ
の
た
め
、
本
学
に
も
県
や

自
衛
隊
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が

多
数
飛
来
し
、
埼
玉
県
知
事

も
視
察
に
来
学
す
る
な
ど
、

大
規
模
な
も
の
と
な
っ
た
。

　

当
日
は
炎
暑
の
夏
季
休
業

中
に
も
か
か
わ
ら
ず
学
生
２

０
０
名
、
教
職
員
１
０
０

名
、
近
隣
住
民
85
名
の
参
加

を
得
て
、
震
度
６
強
の
地
震

が
発
生
し
た
と
い
う
想
定
の

も
と
に
、
ま
ず
は
そ
の
場
で

身
の
安
全
を
確
保
す
る
シ
ェ

イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
か
ら
始
ま

り
、
そ
の
後
は
、
初
期
消
火

訓
練
、
負
傷
者
搬
送
訓
練
、

心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
講

習
、
帰
宅
困
難
者
訓
練
な
ど

を
行
い
、
最
後
に
は
「
炊
き

出
し
訓
練
」
と
し
て
調
理
し

た
３
０
０
食

分
の
カ
レ
ー

ラ
イ
ス
を
参

加
者
に
配
布

し
て
終
了
し

た
。

　

こ
う
し
た

訓
練
は
本
学

で
も
初
め
て

の
経
験
で
あ

る
。「
い
ざ
本

番
」
の
時
に

役
立
つ
貴
重

な
教
訓
を
得

つ
つ
、
訓
練
は
無
事
終
了
し

た
。

体育館で行われたAED講習

視察に訪れた上田埼玉県知事（中央）

日下理事長から目録を受け取る波多野学長

専門講師を招き

第
39
回
教
育
改
革
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

防
止
研
修

　

今
回
の
研
修
は
９
月
12
日

（
木
）、
大
学
特
有
の
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
で
あ
る
ア
カ
デ
ミ
ッ

ク
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い

て
、
教
職
員
の
知
識
・
理
解

を
深
め
る
こ
と
に
よ
り
、
良

好
な
就
学
・
職
場
環
境
を
維

持
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

開
催
さ
れ
た
。
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
が
起
こ
る
大
き
な
原
因
で

あ
る
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関

す
る
知
識
不
足
、
学
生
お
よ

び
教
職
員
間
で
の
認
識
の
違

い
な
ど
に
つ
い
て
知
見
を
共

有
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
の

ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
ぐ
こ

と
は
、
本
学
の
よ
う
な
次
世

代
を
担
う
人
材
を
育
成
す
る

教
育
機
関
で
は
、
社
会
的
な

信
頼
や
評
価
を
得
る
た
め
に

も
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
外
部
か

ら
特
別
に
講
師
を
招
い
て
、

「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
な
い

キ
ャ
ン
パ
ス
を
め
ざ
し
て
」

と
題
す
る
講
演
を
行
っ
た
。

二
ノ
宮
研
究
室
の
大
学
院
生
ら
が

学
会
か
ら
委
員
長
賞
を
受
賞

　

川
口
信
金
よ
り
講
座
の
寄
贈
を
受
け
る

　

機
械

工
学
専

攻
二
ノ

宮
研
究

室
に
所

属
す
る

深
谷
健
介
君
（
博
士
前
期
課

程
２
年
）
と
白
石
陽
一
氏

（
㈱
Ｗ
Ａ
Ｊ
・
本
学
卒
業
生
）、

二
ノ
宮
進
一
准
教
授
が
６
月

21
日
（
金
）、
品
質
工
学
会

の
研
究
発
表
大
会
実
行
委
員

長
賞
を
受
賞
し
た
。
論
文
題

目
は
「
大
型
プ
ラ
ン
ト
の
補

修
に
用
い
る
硬
質
肉
盛
溶
接

材
料
の
仕
上
げ
加
工
の
自
動

化
」。
大
型
プ
ラ
ン
ト
の
肉

盛
溶
接
部
の
研
削
仕
上
げ
の

最
適
条
件
を
見
い
だ
し
、
小

さ
な
砥
石
を
複
数
個
並
べ
て

加
工
し
た
方
が
、
一
つ
の
大

き
な
砥
石
よ
り
も
生
産
性
が

向
上
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に

し
た
。
補
修
作
業
の
自
動
化

に
繋
が
る
実
用
性
の
高
い
研

究
と
し
て
評
価
さ
れ
、
実
際

に
火
力
発
電
所
の
石
炭
ミ
ル

へ
の
導
入
が
決
定
し
て
い

る
。
深
谷
君
は
「
２
年
間
の

研
究
成
果
が
評
価
さ
れ
て
大

変
嬉
し
い
。
今
後
も
ま
す
ま

す
発
展
的
な
研
究
が
で
き
る

よ
う
努
力
し
た
い
」
と
述
べ

て
い
る
。

　

９
月
４
日
（
水
）、
本
学

学
長
室
に
お
い
て
、
川
口
信

用
金
庫
に
よ
る
本
学
へ
の
寄

付
講
座
「
創
業
の
基
礎
」
の

目
録
贈
呈
式
を
執
り
行
っ

た
。
同
信
用
金
庫
よ
り
講
座

の
寄
贈
を
受
け
る
の
は
、
今

年
で
３
年
目
と
な
る
。

　

講
座
の
開
設
期
間
は
９
月

19
日
（
木
）
〜
14
年
１
月
11

日（
土
）
ま
で
の
計
15
回
で
、

全
学
年
・
全
学
科
対
象
の
自

由
科
目
と
な
っ
て
い
る
。
起

業
の
心
構
え
や
成
功
事
例
の

紹
介
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
手
法

な
ど
に
つ
い
て
、
会
計
士
な

ど
の
実
務
家
講
師
が
実
践
的

な
視
点
か
ら
講
義
を
行
う
ほ

か
、
宿
泊
研
修
も
行
う
。
な

お
、
こ
の
講
座
は
公
開
講
座

と
な
っ
て
お
り
、
社
会
人
も

受
講
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

同
信
用
金
庫
の
日
下
義
章

理
事
長
は
「
地
域
貢
献
の
一

環
と
し
て
講
座
の
寄
贈
を

行
っ
て
い
る
。
地
域
貢
献
は

信
用
金
庫
の
使
命
で
あ
る
。

学
生
た
ち
の
技
術
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
力
が
向
上
す
る
こ
と
を

願
っ
て
い
る
」
と
述
べ
た
。


